
   

 
 
 

 

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」2025 年報告書から  
 
◎グローバル化や技術革新・AI の活用、環境問題など、急激で予測しづらい社会の  

変化がさらに促進している今、教育においても、学習指導要領の改訂や入学者選  

抜改革など、戦後最大ともいわれる大きな変化の時を迎えています。このような  

状況の中で、高校生の進路観の育成、進路先の決定における保護者の関わりはま  

すます重要になっています。  
 
☆表題調査の次の項目について掲載しましたのでご参照願います。  
 
【高校生に対する家庭と学校の役割】  
 
●「家庭のみ」の役割の上位スコア  
・１位：働く意義について教える               47.6％  
・２位：将来の目標を持たせる                38.3％  
・３位：長所や個性を見つけて伸ばす             32.5％  
●「家庭と学校」の両方が担う上位スコア  
・１位：進路選択に迷ったとき相談に乗る              51.3％  
・２位：長所や個性を見つけて伸ばす                            44.5％  
・３位：自分で進路を切り開いていく力をつける        40.8％  

●「学校のみ」の役割の上位スコア  
・１位：学力をつける                           57.6％  
・２位：人間関係を築く力をつける               38.3％  
・３位：勉強する意味を教える                    33.9％  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＊調査機関：一般社団法人全国高等学校 PTA 連合会・㈱リクルート（合同調査）  
          第 12 回「高校生と保護者の進路に関する意識調査」 2025 年報告書より抜粋  

第２号（保護者・教員の皆さんへ） 
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